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前回の流域委員会での意見について

石狩川流域委員会（第5回 平成２９年10月１０日)

資料 –１



2 前回の流域委員会での意見と対応

前回流域委員会での意見

① H28年8月出水時の金山ダム貯水位と河川水位の関係

② H28年8月出水における河床高変化

③ 流下能力について

④ 北海道管理区間や支川からの洪水氾濫状況

⑤ H28年8月出水（台風10号）における、金山ダムの特別防災操作の効果

⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

⑦ 金山ダムに流入した流木量及び流木の内訳（河畔林・山林）について

⑧ 農地や工場等の地域産業の復興状況について

⑨ 金山ダム上流におけるイトウ産卵床の状況変化について
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・金山ダム貯水位と上流決壊箇所の比高差は、約13mである

① H28年8月出水時の金山ダム貯水位と河川水位の関係

※金山ダムの流入量は速報値であり、今後変わり得る。

金山ダム 堤頂 EL346.5ｍ

101.00

約13m

推定決壊時刻の貯水位342.8m

幾寅1号樋門
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① H28年8月出水時の金山ダム貯水位と河川水位の関係

※射流

通常は下流の水位は上流の水位に影響を及ぼすが、射流と呼
ばれる水深が浅く非常に早い流れが発生すると、射流が発生し
ている区間は、表面波の伝播速度より流速の方が大きいため、
下流の水位が上流に伝播しない（影響を受けない）状態となる。

•水深が浅く非常に速い流れの「射流」と呼ばれる現象が発生している。

射流

急勾配

緩勾配

緩勾配
この地点の水位が高くても
上流は高くならない

跳水

射流が発生し、跳水が見られる

太平橋下流で射流が発生（H28.8.31 5時頃撮影）

幾寅1号樋門

4



5

平成27年測量～平成28年出水後測量 平均河床高変遷

直轄管理区間 L＝2.4km

② H28年8月出水における河床高変化について
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平成27年測量～平成28年出水後測量 最深河床高変遷

直轄管理区間 L＝2.4km

② H28年8月出水における河床高変化について
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7 ③ 流下能力について

・Ｈ２８出水前は、概ね1000m3/s
・Ｈ２８出水後は、災害復旧工事により低水護岸設置のために河道整正をしていることもあり、概ね1200～1300m3/s程度

災害復旧工事前（緊急復旧実施中） 直近の全景写真

数値については、今後の精査で変わる可能性がある。

太平橋

太平橋

太平橋 太平橋
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ユクトラシュベツ川実績氾濫域
（北海道調査結果）

④ 北海道管理区間や支川からの洪水氾濫の影響について

松井川からの
氾濫実績報告なし

ユクトラシュベツ川
JRより下流側では氾濫実績報告なし

森林管理署浸水

実績氾濫域 空知川実績氾濫域
（札幌開発建設部査結果）
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④ 北海道管理区間や支川からの洪水氾濫の影響について
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④ 北海道管理区間や支川からの洪水氾濫の影響について
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ユクトラシュベツ川実績氾濫域
（北海道調査結果）

空知川実績氾濫域
（札幌開発建設部査結果）

ユクトラシュベツ川からの想定氾濫域

④ 北海道管理区間や支川からの洪水氾濫の影響について
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13 ⑤ 金山ダムの特別防災操作の効果について
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実績貯水位(事前放流あり) Hp=344.63

計算貯水位 Hp=344.52

実績流入量 Q=1559.42

実績放流量(事前放流あり) Q=493.47

計算放流量 Q=576.23

ただし書き操作開始水位
343.70m

制限水位
338.50m

特別防災操作
（①事前放流）の効果

特別防災操作
（②洪水調節容量活用）の効果

平成28年8月洪水では、特別防災操作により、①事前放流で本来の洪水調節容量に加えて約3,650千m3を確保するとと
もに、②流洪水調節容量を活用した放流量の低減操作を実施することで、下流浸水被害軽減を図ることができた。

①事前放流の効果：流入量が洪水調節開始流量を超過した8/30 0:30から12:20までの期間において、放流量を特別防
災操作なしの場合より最大で約40m3/s程度低減した。また、ただし書き操作の開始を1時間遅らせた。

②洪水調節容量活用の効果：流入量予測を踏まえて洪水調節容量を最大限活用することで、ピーク放流量を約80m3/s
程度低減し、下流の浸水被害軽減を図ることができた。

数値については、今後の精査で変わる可能性がある。 13



14 ⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

【石狩川上流富良野圏域河川整備計画(変更）原案】

P9 「第1章 第2節 圏域および圏域内の河川の現状 1 治水の現状と課題 （１）空知川 」から抜粋

北海道上川総合振興局旭川建設管理部では、空知川の北海道管理区間における河川整備計画の変更を検討している。
変更原案について、幾寅地区関連分を抜粋した
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15 ⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

P21 「第2章 第3節 洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項 （１）空知川 」から抜粋
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16 ⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

P26
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17 ⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

付図 付1
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18 ⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

付図 付2
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19 ⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

付図 付3
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20 ⑥ 北海道管理区間の河川整備計画について

付図 付4
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ダムサイトの流木状況写真

⑦ 金山ダムに流入した流木について

： H28.9.7時点の流木堆積範囲 ※空撮写真はH27.9撮影

流木面積：約339,000m2
処 理 量 ：約2,500m3（H28実績+H29予定） 21



22 ⑦ 金山ダムに流入した流木について

ダム名 災害名
ダム地点
集水面積（A）

流木処理量
（B）

単位面積当り
流木処理量

B/A

金山ダム 平成28年8月洪水 470km2 約2,500m3 5.3

二風谷ダム 平成15年8月洪水 1,215km2 約52,000m3 42.8

流入した流木量の比較について
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23 ⑧ 農地や工場等の地域産業の復興状況について

H29営農再開予定箇所（H28・H29復旧工事）

H30営農再開予定箇所（H29復旧工事）

Ａ＝約６４ha

Ａ＝約１２ha

平成29年度8月末時点

※復旧工事の進捗により変わる場合がある

※北海道より

農地復旧状況

国復旧範囲（H28・H29工事）

A=約10ha
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24 ⑧ 農地や工場等の地域産業の復興状況について

商工業復旧状況

◆ 南富良野町内に所在する商工業者１１１社（H28.4現在）のうち、３７社が被災

◆ 商工業全体の被害額は１２．９億円に上る（商工会調べ）

◆ H28.9迄に３２社が営業再開、H29.9時点で全ての事業者が営業再開
（ただし、設備被害等により多くの事業者が規模を縮小し営業）

観光業の状況

◆ 洪水の影響により観光業の営業休止や予約キャンセルが発生し、観光業者１２社の営業被害額合計は
３５百万円に上る

◆ H28.10以降に観光業が営業再開

ライフラインの状況（上水道）

◆ 南富良野町落合地区では、水源地、導水管・橋梁添架管が被災し、応急復旧を実施
H29.11末までに復旧工事が完了予定

※南富良野町より
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25⑨ 金山ダム上流におけるイトウ産卵床の状況変化について

平成29年度調査による産卵床は、過去5年平均の約75%に減少

【要因】
①H28出水により、イトウの主なエサとなるワカサギの資源量が減少した可能性があり、
卵成熟に必要な栄養が摂取できなかったことにより成熟しなかったメスが多かった可能性がある。

②出水後、湖内の透明度が低下によりエサの捕食効率が低下し、これが①に繋がった可能性がある。
③繁殖戦略として、攪乱が起きた直後は繁殖に参加しない個体が増えた可能性がある。
④出水時及び直後の濁水の中で呼吸障害等による死亡又は、ダム下へ流出した可能性があるが、

これらについては低いレベルの可能性と考える。

以上の4点が挙げられる。このうち、①＞②≧③＞④の順で可能性が高いと推測。
しかし、出水後単年の調査では、最終的に可能性の高い要因を導き出すことは難しく、今後数年にわたり産卵床数
及び餌資源量をモニタリングし原因の特定に努める必要がある

H29年イトウ産卵期に、目視による産卵環境調査を行った結果、昨年の河川かく乱により、イトウの産卵に適した礫
が多量に供給されたことにより、産卵適地面積が増加し、今後、産卵分布及び産卵数が拡大する可能性が期待で
きる状況にある

南富良野町学芸員見解
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